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役
員
選
挙
第
２
回
告
示

2
月
21
日

全
国
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
協
議
会
事
務
局

　　　    1月20日～2月16日   　　　
株式会社サクラホーム 現金 10,000円

岡崎市立甲山中学校生徒会 現金 100,000円

たっくママの投稿募金 現金 5,661円

吉本哲也 現金 1,000円

塩谷 圭 現金 1,000円

髙野曻一 現金 10,000円

鈴木純子 現金 1,340円

三瓶和義 現金 2,120円

赤木隆子 現金 10,000円

吉田裕美子 現金 2,000円

池井 元 現金 2,000円

相河祐子 現金 5,000円

赤澤 伸 現金 5,000円

徳田ひろみ 現金 1,620円

飯島孝枝 現金 2,240円

黒岩隆介 現金 2,000円

中西健治 現金 1,000円

匿名 現金 11,500円

●佐藤きち子患者支援基金

山本さかえ 現金 10,000円

池井  元 現金 2,000円

坂爪志乃 現金 3,000円

赤澤梨沙 現金 5,000円

毛利広孝 現金 1,000円

●白血病患者支援基金 

プルデンシャル生命保険株式会社

 現金 1,350,000円

 （敬称略）

心からのご寄付に
感謝申し上げます

活動資金の援助をお願いします
銀行口座

三井住友銀行  新宿通支店
普通  ５６６６６５５
郵便振替口座
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特定非営利活動法人

全国骨髄バンク推進連絡協議会

　

第
68
回 

理事会 

報
告

　

昨
年
10
月
23
日
付
の
第
１
回
告
示

が
行
わ
れ
た
全
国
協
議
会
の
第
４
回

役
員
選
挙
は
、
１
月
29
日
の
立
候
補

締
切
ま
で
に
、
別
掲
の
通
り
推
薦
理

事
11
名
と
公
募
理
事
９
名
の
合
計
20

名
の
立
候
補
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
、
選
挙
管
理
委
員
会
（
梅
田

正
造
委
員
長
）
は
、
以
下
の
通
り
２

月
16
日
に
第
2
回
告
示
を
行
い
ま
し

た
。

⒈
投
票
を
行
わ
な
い
推
薦
理
事
に
つ

い
て

　

北
海
道
、
東
北
、
関
東
甲
信
越
、

東
海
北
陸
、
近
畿
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
に

お
け
る
推
薦
理
事
の
立
候
補
者
は
定

数
と
同
数
で
あ
り
、
ま
た
中
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
定
員
２
名
に
対

し
、
立
候
補
者
が
１
名
で
あ
っ
た
た

め
に
、
役
員
選
考
規
程
第
11
条
第
２

項
の
定
め
に
よ
り
、
投
票
は
行
わ
ず

立
候
補
者
は
推
薦
理
事
の
有
資
格
者

と
な
り
ま
す
。

　

推
薦
に
よ
る
理
事
の
資
格
者
は
、

5
月
27
日
に
開
催
予
定
の
2
0
0
７

年
度
総
会
（
静
岡
県
静
岡
市
）
の
議

決
に
よ
り
次
期
理
事
に
選
任
さ
れ
ま

す
。

⒉
投
票
を
行
う
推
薦
理
事
に
つ
い
て

　

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
推

薦
理
事
の
定
数
2
名
の
と
こ
ろ
、
立

候
補
者
４
名
の
た
め
、
同
ブ
ロ
ッ
ク

内
会
員
（
加
盟
団
体
代
表
：
九
州
骨

髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
会
議
、
骨
髄
移

植
を
考
え
る
患
者
家
族
の
会
「
リ
ボ

ン
の
会
」、
九
州
骨
髄
バ
ン
ク
推
進

連
絡
会
議
佐
賀
県
支
部
、
長
崎
県
骨

髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
会
議
、
熊
本
骨

髄
バ
ン
ク
支
援
会
、
大
分
県
骨
髄
バ

ン
ク
推
進
連
絡
会
議
、
み
や
ざ
き
骨

髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
会
議
、
か
ご
し

ま
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
会
議
、
沖

縄
県
骨
髄
バ
ン
ク
を
支
援
す
る
会 

の
計
９
団
体
）
に
よ
る
投
票
で
選
挙

を
行
い
ま
す
。

⒊
公
募
理
事
の
選
挙
（
投
票
）
に
つ

い
て

　

公
募
理
事
は
定
数
８
名
の
と
こ
ろ
、

９
名
の
立
候
補
者
が
あ
り
ま
し
た
。

規
定
に
よ
り
全
会
員
（
各
加
盟
団
体

代
表
）
に
よ
る
投
票
で
選
挙
を
行
い

ま
す
。

⒋
役
員
選
考
委
員
会
の
設
置
に
つ
い

て

　

会
長
、
副
会
長
、
監
事
に
つ
き
ま

し
て
は
立
候
補
者
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
推
薦

理
事
に
つ
き
ま
し
て
は
定
員
に
達
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
っ
て
役
員
選
考

委
員
会
の
設
置
を
す
べ
く
理
事
会
に

報
告
し
ま
し
た
。

⒌
日　

程

•
第
２
回
告
示
（
投
票
開
始
）

2
0
0
7
年
2
月
16
日
（
金
）

＊
各
会
員
宛
て
投
票
用
紙
等
送
付

•
投
票
締
切
日

2
0
0
7
年
3
月
20
日
（
火
）

＊
選
挙
管
理
委
員
会
必
着

•
開
票
日
（
第
３
回
選
挙
管
理
委
員

会
）

2
0
0
7
年
3
月
25
日
（
日
）

＊
14
時
（
予
定
）
か
ら
公
開
に
て

開
票
作
業

•
開
票
結
果
の
発
表

2
0
0
7
年
3
月
26
日
（
月
）　

＊
文
書
、
Ｈ
Ｐ
、
機
関
紙
等
で
発

表

タ
を
見
落
と
し
、
自
己
血
採
血
を
実

施
し
た
事
例
）
は
、
再
発
防
止
策
を

策
定
し
安
全
情
報
を
発
出
し
て
関
係

者
に
周
知
し
た
。
事
例
６
（
術
前
健

診
の
判
定
結
果
が
遅
れ
た
事
例
）
は
、

ド
ナ
ー
安
全
委
員
会
で
検
討
し
た
結

果
、
関
係
者
に
周
知
は
し
な
い
こ
と

と
し
た
。
事
例
７
（
術
前
健
診
時
の

判
定
結
果
報
告
が
遅
れ
た
事
例
）
は
、

地
区
事
務
局
会
議
研
修
会
に
て
本
事

例
を
も
と
に
研
修
し
、
事
務
局
の
業

務
改
善
を
行
っ
た
。

　

財
団
は
、
今
回
の
事
例
を
機
に
、

情
報
開
示
に
関
す
る
基
準
・
方
法
を

再
検
討
し
「
過
誤
が
認
め
ら
れ
た
場

合
は
速
や
か
に
公
表
す
る
こ
と
と
し

た
」
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
再
発

防
止
策
の
徹
底
を
求
め
る
要
望
に
対

し
て
は
、「
今
後
同
様
の
事
案
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
、
財
団
の
役
職
員
が

力
を
合
わ
せ
て
業
務
の
改
善
と
組
織

体
制
の
強
化
を
進
め
て
ま
い
る
所
存

で
す
」
と
の
表
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
質
問
・
要
望
書
お
よ
び
財

団
か
ら
の
回
答
書
の
全
文
は
、
全
国

協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
参
照
下
さ
い
。

　

去
る
２
月
７
日　

当
協
議
会
陽

田
秀
夫
副
会
長
と
九
州
骨
髄
バ
ン

ク
推
進
連
絡
会
議
田
中
幸
一
事
務
局

長
が
、
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
ト
航
空
寺

崎
豊
彦
広
報
部
長
ら
と
共
に
学
校

法
人
九
州
女
子
高
等
学
校
を
訪
問
し
、

ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
ト
航
空
エ
ア
ケ
ア
・

チ
ャ
リ
テ
ィ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る

1
8
0
万
マ
イ
ル
の
マ
イ
レ
ー
ジ
の

寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

　

九
州
女
子
高
校
は
今
年
1
0
0
周

年
を
迎
え
る
伝
統
あ
る
学
校
で
、
昨

秋
、
米
国
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
へ
の
修

学
旅
行
に
参
加
し
た
２
年
生
の
生

徒
さ
ん
と
先
生
及
び
添
乗
員
の
合

計
3
6
1
名
の
マ
イ
レ
ー
ジ
が
今
回
、

寄
贈
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
全
国
協

議
会
と
ア
フ
リ
カ
等
で
教
育
支
援
を

行
う
「
ハ
ン
ガ
ー
・
フ
リ
ー
・
ワ
ー

ル
ド
」
の
２
団
体
が
寄
付
先
と
し
て

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
２
年
生
の
生
徒
さ
ん
を
前

に
田
中
事
務
局
長
よ
り
感
謝
状
を
贈

呈
し
、
陽
田
副
会
長
か
ら
は
謝
辞
と

共
に
骨
髄
バ
ン
ク
に
つ
い
て
を
解
説

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
謝
辞
の
中
で

「
今
回
寄
付
し
て
頂
い
た
マ
イ
レ
ー

ジ
は
遠
距
離
の
病
院
で
移
植
を
さ
れ

る
患
者
さ
ん
ご
本
人
や
ご
家
族
の
た

め
に
活
用
し
た
い
」
と
お
話
し
て
き

ま
し
た
。

１
月
会
計
報
告

〈
協
議
事
項
〉

●
名
義
後
援
、
承
認
案
件

●
2
0
0
7
年
度
総
会
関
係

●
2
0
0
7
年
度
全
国
大
会
に
つ
い

て
●
2
0
0
6
年
度
補
正
予
算
に
つ
い

て
●
15
周
年
事
業
終
了
後
に
寄
せ
ら
れ

た
作
品
の
扱
い
に
つ
い
て

●
Ｎ
Ｗ
航
空
か
ら
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
マ

イ
ル
利
用
に
つ
い
て

第４回役員選挙　立候補者一覧
●推薦理事候補者（定数10名）

ブロック 氏　名 所属団体名

北海道（1） 畠山茂房 北海道骨髄バンク推進協会

東北（1） 橋本正成 岩手県骨髄バンク推進協議会

関東甲信越（2）
松井友子 にいがた・骨髄バンクを育てる会

村上忠雄 神奈川骨髄移植を考える会

東海北陸（1） 川瀬和子 静岡骨髄バンクを推進する会

近畿（1） 青山 順 なら骨髄バンクの会

中四国（2） 高木由紀子 鳥取県骨髄バンクを支援する会

九州（2）

平塚健一郎 長崎県骨髄バンク推進連絡会議

幟持敏子 九州骨髄バンク推進連絡協議会佐賀県支部

中村福代 みやざき骨髄バンク推進連絡会議

中川里枝子 九州骨髄バンク推進連絡会議

●公募理事候補者（定数8名）※届出順

氏　名 在住地

1 小川真理 北海道釧路市

2 遠山将一 千葉県船橋市

3 和泉屋 浩 埼玉県川口市

4 大橋一三 東京都世田谷区

5 菅  早苗 秋田県由利本荘市

6 品川保弘 富山県射水市

7 下村祐三 埼玉県川口市

8 四方田 淳 宮城県仙台市

9 森　修 福岡県八女郡

※
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
候

補
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、
所
信
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

⒍
投
票
方
法

•
投
票
者
無
記
名
式
に
よ
る
、
郵
送

な
ど
の
通
信
制
で
す
。

•
定
数
分
の
候
補
者
名
を
記
入
す
る

連
記
投
票
で
す
。

　

先
月
号
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
財
団
が

１
月
16
日
に
行
っ
た
「
術
前
検
診
時

デ
ー
タ
の
確
認
不
足
の
た
め
採
取
中

止
と
な
っ
た
事
例
」
と
題
す
る
プ
レ

ス
リ
リ
ー
ス
に
関
連
し
て
、
全
国
協

議
会
か
ら
財
団
に
質
問
・
要
望
書
を

提
出
し
た
こ
と
を
ご
報
告
し
ま
し
た

が
、
２
月
２
日
付
け
で
財
団
か
ら
回

答
書
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
概

要
を
掲
載
し
ま
す
。

質
問
１
：
直
近
３
例
の
緊
急
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
が
未
発
表
で
あ
っ
た
理

由
と
経
過
に
つ
い
て

回
答
：
当
該
の
３
例
は
、
理
事
会
の

前
年
度
事
業
報
告
で
緊
急
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
実
施
数
を
報
告
す
る
こ
と
を

失
念
し
た
。
情
報
開
示
に
つ
い
て
は

基
準
・
方
法
が
明
確
に
定
め
ら
れ
て

お
ら
ず
、
公
表
が
必
要
と
は
認
識
し

な
か
っ
た
。
３
例
と
も
、
危
機
管
理

担
当
理
事
・
担
当
委
員
会
委
員
長

に
よ
る
審
議
に
よ
っ
て
、
緊
急
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
の
実
施
が
妥
当
と
判
断

さ
れ
、
理
事
長
の
承
認
を
経
て
対
応

し
た
。

質
問
２
：
過
去
の
事
例
で
再
発
防
止

の
観
点
か
ら
関
係
者
に
情
報
共
有
が

さ
れ
て
い
た
か

回
答
：
事
例
５
（
術
前
健
診
時
デ
ー

財
団
か
ら
回
答
書

〜
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
関
連
で
〜

九
州
女
子
高
等
学
校
か
ら

マ
イ
レ
ー
ジ
寄
贈

●
新
宿
区
主
催
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大

会
で
の
活
動
報
告

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
パ
ッ
ク
運
動
に

つ
い
て

●
九
州
女
子
高
等
学
校
へ
の
感
謝
状

贈
呈
に
つ
い
て

●
あ
や
ち
ゃ
ん
展
等
予
約
状
況

●
ド
ナ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

●
き
ち
子
基
金

●
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

●
財
団
・
目
標
設
定
ア
ン
ケ
ー
ト
対

応
●
演
劇
「
ク
オ
・
ヴ
ァ
デ
ィ
ス
」
公

演
会
場
で
の
普
及
啓
発

●
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
訪
問

●
財
団
が
行
う
請
願
署
名
に
つ
い
て

●
ド
ナ
ー
小
冊
子
「
職
場
編
」「
家

族
編
」
作
成
提
案

〈
報
告
事
項
〉

● 

財
団
関
連

●
バ
イ
シ
ク
ル
ラ
イ
ド
2
0
0
7
進

捗
状
況

●
「
白
血
病
と
言
わ
れ
た
ら
」
進
捗

状
況

●
第
４
回
役
員
選
挙
進
行
状
況

●
2
0
0
8
年
度
全
国
大
会
開
催
地

応
募
状
況

　

お
正
月
恒
例
の
箱
根
駅
伝
骨
髄
バ

ン
ク
Ｐ
Ｒ
に
、
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生

命
㈱
の
社
員
の
皆
様
が
参
加
し
て
下

さ
い
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
参
加
者
全

員
の
日
当
１
３
５
万
円
を
白
血
病
患

者
支
援
基
金
に
寄
付
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
２
月
５
日
、
プ
ル
デ
ン
シ
ャ

ル
生
命
横
浜
東
支
社
に
て
、
目
録
を

受
け
取
り
、
お
礼
の
挨
拶
を
し
、
こ

の
活
動
の
目
的
等
を
話
し
て
き
ま

し
た
。
熱
く
優
し
い
社
員
の
皆
様
に

色
々
な
ア
イ
デ
ア
も
い
た
だ
き
、「
ま

た
来
年
も
」
と
い
う
気
持
ち
が
強
く

な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
大
橋
）

箱根駅伝･
骨髄バンクPRで
135万円の寄付

写真＝読売新聞社提供
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博
士
の
つ
ぶ
や
き

札幌
　

も
う
何
度
目
に
な
る
や
ら
、
北
海

道
協
会
札
幌
支
部
で
は
二
月
上
旬
の

北
海
道
の
イ
ベ
ン
ト
「
さ
っ
ぽ
ろ
雪

ま
つ
り
」
に
【
マ
ロ
ー
博
士
像
】
を

作
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

札
幌
の
あ
れ
か
、
と
言
っ
て
Ｔ
Ｖ

番
組
の
ス
テ
ー
ジ
に
も
使
わ
れ
る
観

光
イ
ベ
ン
ト
の
巨
大
雪
像
で
は
な
く
、

こ
っ
ち
は
50
年
以
上
前
か
ら
の
歴
史

あ
る
風
物
詩
を
受
け
継
ぐ
市
民
雪
像

コ
ー
ナ
ー
と
い
う
区
画
で
す
。

　

こ
の
中
に
も
、
水
準
器
だ
と
か

カ
ー
ブ
定
規
を
持
ち
込
ん
で
、
仏
閣

や
妙
な
ア
ー
ト
作
品
を
作
る
グ
ル
ー

プ
も
あ
り
ま
す
。

　

札
幌
の
は
水
準
器
こ
そ
持
ち
出
さ

な
い
け
ど
、
三
上
善
博
さ
ん
職
人
技

の
な
た
彫
り
で
、
雪
柱
の
な
か
か
ら

マ
ロ
ー
像
が
浮
か
び
出
し
ま
す
。
そ

こ
に
全
体
構
造
や
バ
ラ
ン
ス
を
把
握

し
て
い
な
く
と
も
で
き
る
、
細
部
加

工
を
我
々
未
熟
者
が
受
け
持
つ
わ
け

で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
完
成
祝
賀
会
だ
け
に
参

加
す
る
仲
間
も
い
ま
す
。 

（
加
藤
）

　

此
の
度
、
エ
ー
ビ
ー
エ
ス
新
潟

（
株
）
様
よ
り
広
報
車
と
し
て
白
い

ス
バ
ル
の
プ
レ
オ
を
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
迄
の
日
産
マ
ー
チ
と

入
れ
替
え
に
な
り
ま
す
。
結
構
目
立

つ
「
骨
髄
バ
ン
ク
」
の
グ
リ
ー
ン
の

大
き
目
の
シ
ー
ル
を
車
の
両
サ
イ
ド

に
貼
っ
て
い
ま
す
の
で
、
動
く
宣
伝

カ
ー
と
し
て
Ｐ
Ｒ
効
果
は
大
き
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
よ
く
目
立
つ
だ
け

に
、
し
っ
か
り
交
通
ル
ー
ル
を
守
り

安
全
運
転
を
心
が
け
な
い
と
い
け
な

い
で
す
ね
。
毎
月
の
献
血
併
行
登
録

会
や
休
日
登
録
会
等
、
荷
物
を
い
っ

ぱ
い
に
積
み
込
ん
で
大
い
に
活
躍

し
ま
す
。
新
潟
の
会
で
は
、
こ
の
よ

う
に
多
く
の
皆
様
か
ら
ご
支
援
を
頂

い
て
い
ま
す
。
気
持
ち
を
新
た
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。 

（
小
師
）

　

去
る
２
月
10
日
、
11
日
、
12
日
の

連
休
に
、
昨
年
に
引
き
続
き
読
売
巨

人
軍
と
宮
崎
県
の
協
力
を
得
て
、
巨

人
軍
春
季
キ
ャ
ン
プ
地
で
あ
る
サ
ン

マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
、
骨
髄
バ
ン

ク
Ｐ
Ｒ
、
ド
ナ
ー
登
録
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
多
く
の
見
学
客

で
賑
わ
う
中
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
上

原
選
手
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
配
布

し
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
骨
髄
バ

ン
ク
の
Ｐ
Ｒ
と
登
録
会
の
案
内
を
し
、

本
会
の
ジ
ュ
ニ
ア
達
は
募
金
活
動
に

頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
11
日
は
宮

崎
県
主
催
の
登
録
会
が
あ
り
、
殆
ど

県
外
の
方
で
し
た
が
15
名
の
登
録
者

が
あ
り
ま
し
た
。

　

年
末
か
ら
準
備
調
整
に
掛
か
り
ま

し
た
が
、
財
団
と
県
と
の
連
絡
調
整

が
な
か
な
か
ス
ム
ー
ズ
に
行
か
ず
、

県
の
担
当
者
の
方
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
し
た
。
巨
人
軍
の
関

係
者
の
方
に
も
登
録
を
い
た
だ
い
た

り
、
Ｐ
Ｒ
の
手
伝
い
な
ど
本
当
に
心

温
ま
る
ご
協
力
に
感
謝
で
す
。

　

韓
国
テ
レ
ビ
局
の
取
材
も
あ
り
ま

し
た
。
日
本
で
は「
骨
髄
＝
せ
き
髄
」

の
誤
解
が
あ
る
中
、
韓
国
で
は
「
骨

髄
＝
頭
か
ら
の
採
取
」
と
い
う
誤
解

が
あ
る
ら
し
い
の
で
す
。
せ
き
髄
も

嫌
で
す
け
ど
、
頭
か
ら
の
採
取
と
い

う
の
も
恐
ろ
し
い
誤
解
で
す
ね
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
り
今

回
の
イ
ベ
ン
ト
も
無
事
に
終
了
し
ま

し
た
。
骨
髄
バ
ン
ク
は
多
く
の
皆
さ

ん
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
現
実

が
身
に
し
み
ま
す
。
３
日
間
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
さ
れ
た
み
や
ざ
き
の
会

の
メ
ン
バ
ー
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ん
！
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

（
中
村
）

　

2
月
10
日
、
帯
広
市
内
北
海
道
ホ

テ
ル
に
て
北
海
道
骨
髄
バ
ン
ク
推
進

協
会
帯
広
支
部
（
H
L
A
帯
広
）
の

創
立
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
骨
髄

バ
ン
ク
10
年
の
流
れ
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
会
場
に
は
、
予
想
を
越
え
る

約
1
0
0
名
の
来
場
者
が
詰
め
か
け
、

関
心
の
高
さ
や
日
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
手
応
え
を
実
感
さ
せ
ら
れ

る
嬉
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

第
一
部
で
板
本
絹
子
さ
ん
に
グ
ラ
ン

ド
ハ
ー
プ
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
ご

披
露
い
た
だ
い
た
あ
と
、
第
二
部
で

は
旭
川
赤
十
字
病
院
の
幸
田
久
平
先

生
、
全
国
協
議
会
副
会
長
の
陽
田
秀

夫
氏
、
国
内
非
血
縁
者
ド
ナ
ー
第
一

号
の
田
中
重
勝
氏
、
国
内
で
初
め
て

非
血
縁
ド
ナ
ー
か
ら
骨
髄
提
供
を

受
け
た
橋
本
和
浩
氏
、
北
海
道
骨
髄

バ
ン
ク
推
進
協
会
の
畠
山
茂
房
氏
の

各
氏
に
よ
る
講
演
、
さ
ら
に
畠
山
氏

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

へ
と
続
き
ま
し
た
。
来
場
者
か
ら
は

「
初
め
て
聴
い
た
ハ
ー
プ
演
奏
が
素

晴
ら
し
か
っ
た
」「
講
演
時
間
が
短

か
っ
た
」「
今
ま
で
知
ら
な
い
た
く

さ
ん
の
こ
と
が
わ
か
っ
た
」「
も
っ

と
こ
の
よ
う
な
機
会
を
増
や
し
て
ほ

し
い
」「
み
な
さ
ん
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
感
動
し
た
」
な
ど
の
意
見
が
多

数
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

（
石
王
）

　

今
回
は
大
谷
会
長
多
忙
の
た
め
、

ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
骨
髄
バ

ン
ク
を
通
じ
て
移
植
を
受
け
て
元
気

に
な
っ
た
元
患
者
、
福
島
の
志
賀
と

し
え
さ
ん
に
走
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

２
月
14
日
、
土
砂
降
り
の
雨
と
強

風
が
吹
き
荒
れ
る
中
、「
今
、
生
き

て
い
る
こ
と
に
あ
り
が
と
う
」
を

テ
ー
マ
に
、
志
賀
と
し
え
さ
ん
の

お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
々
と
襲
い
掛
か
る
病
気
に
も
負
け

ず
、「
笑
う
門
に
は
福
来
た
る
」
と

前
向
き
に
生
き
る
姿
に
、
全
て
の
参

加
者
が
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。
以
下

は
生
徒
の
感
想
の
抜
粋
で
す
。

　

去
る
1
月
28
日
、
第
5
回
新
宿

シ
テ
ィ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
で
、
関

連
行
事
で
あ
る
明
治
公
園
イ
ベ
ン
ト

に
、
公
式
協
力
団
体
と
し
て
全
国
協

議
会
か
ら
理
事
、
事
務
局
員
に
加
え
、

東
京
の
会
会
員
等
総
勢
９
人
が
ラ
ン

ナ
ー
に
負
け
じ
と
元
気
よ
く
参
加
し

ま
し
た
。

　

協
議
会
と
し
て
は
初
の
参
加
で
し

た
が
、
型
破
り
・
怖
い
も
の
知
ら
ず

の
面
々
は
、
来
場
者
の
心
を
捉
え
よ

う
と
最
初
か
ら
気
合
の
入
っ
た
声
と

ア
ク
シ
ョ
ン
で
骨
髄
バ
ン
ク
Ｐ
Ｒ
と

各
地
の
名
産
品
販
売
を
精
力
的
に
展

開
。

  

持
ち
込
ん
だ
の
は
北
海
道
釧
路
産

の
鮭
と
ば
、
開
き
コ
マ
イ
を
は
じ
め

と
す
る
珍
味
類
、
東
京
で
の
活
動
で

は
定
番
の
韓
国
海
苔
、
蒲
田
は
木

村
屋
の
甘
納
豆
な
ど
で
、
こ
の
ほ
か

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
く
じ
も
行
い
、
こ
ち

ら
は
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
。

  

会
場
の
周
囲
に
キ
テ
ィ
の
ぼ
り
を

林
立
さ
せ
て
存
在
感
を
示
し
た
上
、

一
時
は
他
の
ブ
ー
ス
か
ら
や
っ
か
み

半
分
の
ブ
ー
イ
ン
グ
が
来
る
ほ
ど
の

盛
況
と
な
り
、
健
康
自
慢
の
た
く
さ

ん
の
ラ
ン
ナ
ー
に
骨
髄
バ
ン
ク
を
Ｐ

Ｒ
で
き
ま
し
た
。

  

こ
の
日
、
鮭
と
ば
は
「
空
飛
ぶ
鮭

と
ば
」
と
な
り
、
こ
ま
い
は
「
幸
せ

の
ひ
ら
け
ー
こ
ま
い
」
に
な
り
ま
し

た
。 

（
畠
山
）

空
飛
ぶ
鮭
と
ば
、呪
文
の
こ
ま
い

頼
も
し
い
仲
間

新潟『
一
緒
に
』

　

再
発
し
、
治
療
の
た
め
入
院
す
る

と
き
に
通
っ
た
道
の
景
色
を
私
は
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
も
し
か
し
た
ら
帰

り
道
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
と

思
っ
た
瞬
間
、
涙
が
溢
れ
ま
し
た
。

抗
が
ん
剤
治
療
、
移
植
を
終
え
て
無

事
退
院
、
今
私
は
こ
ん
な
に
元
気
に

な
れ
ま
し
た
。
最
近
私
が
思
う
こ

と
は
、
同
じ
病
気
で
不
安
に
な
っ
て

ら
っ
し
ゃ
る
患
者
さ
ん
に
、
少
し
で

も
生
き
る
勇
気
を
与
え
た
い
と
い
う

こ
と
。
治
療
は
大
変
だ
け
れ
ど
、「
大

丈
夫
、〝
一
緒
に
〞
頑
張
ろ
う
ね
」
っ

て
伝
え
た
い
で
す
。
私
は〝
一
緒
に
〞

と
い
う
言
葉
が
好
き
で
す
。
君
は
一

人
じ
ゃ
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、

病
気
や
自
分
の
心
と
向
き
合
い
闘
っ

て
い
る
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
、
き
っ

と
な
に
よ
り
の
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
、
こ
の
〝
一
緒

に
〞
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
続
け
た

い
、
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

 

（
☆
あ
ず
り
ん
）

の

骨髄バンクの最新情報をお知らせする
────────────────────── 骨髄バンクＮＯＷ
●日本骨髄バンクの現状（平成19年1月末現在）
 12月 1月 現在数 累計数
ドナー登録者数 2,651 2,854 271,620 342,756
患者登録者数 192 181 3,373 22,067
骨髄移植例数 65 62 － 8,028
注）数値は速報値のため次月以降に訂正されることがあります。

●ドナー登録者27万人、骨髄移植例数8000例
1月末現在のドナー登録者の現在数は、271,620名となり、また1月24日には日本
骨髄バンクを介した非血縁者間骨髄移植例数が8,000例を超えました。昨年は949
例と過去最高の移植例数となりました。

●平成20年度診療報酬改定に向けての取り組み
財団では、来春の診療報酬改定に向けて、コーディネート期間を短縮し、患者さ
んの負担を軽減するため、⑴コーディネートに係わる情報検索連絡調整費用等の
点数加算　⑵移植骨髄穿刺についての加算を要望するという請願内容の署名活動
を行うこととなり、関係団体に協力の依頼を行っています。

巨
人
軍
キ
ャ
ン
プ
で

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

宮崎

「
骨
髄
バ
ン
ク
10
年
の
流
れ
」 

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
＆

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

帯広

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲
間
た
ち

緑
川
摂
生
さ
ん
（
福
島
）
の
巻

リ
レ
ー
紹
介

　

そ
の
日
、
緑
川
摂
生
さ
ん
の
財
布

に
は
千
円
札
が
一
枚
。
目
の
前
に
は

募
金
活
動
に
励
む
人
が
い
た
が
、
こ

の
千
円
を
使
っ
て
し
ま
っ
た
ら
帰
り

の
タ
ク
シ
ー
代
が
な
く
な
る
。
募
金

は
し
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
摂
生
さ
ん
は
そ
の
後

ず
っ
と
、「
そ
れ
で
い
が
っ
た
ん
だ

べ
か
？
」
と
悩
ん
だ
。

　

だ
か
ら
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
に
地

元
の
ラ
ジ
オ
局
が
や
っ
て
い
る
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ソ
ン
と
い

う
24
時
間
番
組
で
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
の
格
好
を
し
て
リ
ヤ
カ
ー
を
引
き

な
が
ら
50
キ
ロ
の
道
の
り
を
募
金
を

募
り
つ
つ
歩
こ
う
と
思
っ
た
。
予
想

外
の
大
雪
で
身
の
危
険
も
感
じ
た
が
、

目
の
見
え
な
い
人
、
体
の
不
自
由
な

人
に
愛
の
手
を
と
念
じ
な
が
ら
。

　

そ
れ
か
ら
10
年
。
今
で
は
1
5
0

人
が
リ
ヤ
カ
ー
サ
ン
タ
と
し
て
歩
い

て
い
る
。

　

摂
生
さ
ん
は
、
本
物
の
サ
ン
タ
で

す
。 

（
吉
田
）

「
あ
ん
な
ふ
う
に
き
ら
き
ら
と
輝
く

大
人
に
な
り
た
い
。」「
高
校
受
験
で

く
よ
く
よ
し
て
い
る
今
だ
け
ど
、
苦

し
み
に
負
け
な
い
で
生
き
て
い
こ
う

と
思
っ
た
。」「
自
分
が
今
こ
こ
に
い

る
の
は
父
、
母
、
ま
わ
り
の
皆
の
お

か
げ
。
感
謝
し
た
い
。」

　

受
験
真
っ
只
中
の
生
徒
た
ち
に
、

勇
気
と
元
気
を
い
た
だ
い
た
ひ
と
と

き
で
し
た
。「
こ
う
す
け
君
の
朝
顔
」、

大
切
に
育
て
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
藤
岡
中
学
校　

保
健
部
）


